
 

 
 段差解消用のスロープを 

設置するのも１つの方法です！ 

 

高齢者の日常生活事故防止動画はこちらからご覧になれます。 

（東京消防庁公式チャンネル YouTube映像） 

屋内編 屋外編 

 
東京消防庁ホームページ   

https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp 

  

 安全・安心情報など様々な 
情報を掲載しています 

【お問合せ先】 

 東京消防庁防災部防災安全課  03-3212-2111（代表） FAX 03-3213-1478 
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中等症以上の割合

    

 令和元年中は、ころぶ事故により約６万人の高齢者が救急搬

送されています。ころぶ事故は、高齢者の日常生活事故のう

ち約８割※を占めています。 

原因の多くは、家の中の小さな段差や階段などです。 

高齢者は若い人と比べ、ころんだ際に重症化しやすく、

寝たきりになる場合もあります。    ※その他・不明を除く 

ころぶ事故が最多！ 

ころぶ事故の救急搬送人員と中等症以上の割合 

 事故の実態や傾向を知り、本人、家族、地域で 

それぞれができる事故防止対策を実施しましょう。  

入院が必要となる場合もあります。 

ＳＴＯＰ！高齢者の「ころぶ」事故 
東京消防庁 

STOP！高齢者の事故シリーズ ①   高齢者の事故を減らそう 



 

住宅等居住場所

33,524人

56.0%

道路・交通施設

20,609人

34.5%

店舗・遊戯施設等

3,405人

5.7%

会社・公共施設等

719人

1.2%

公園・遊園地・運動場等

681人

1.1%

医療施設

188人

0.3%

学校・児童施設等

115人

0.2%

その他(不明含む)

575人

1.0%

軽症

36,950人

61.8%

中等症

22,529人

37.6%

重症

294人

0.5%

重篤

41人

0.1%

死亡

2人

0.0%

「ころぶ」事故の程度別救急搬送人員 

約４割が中等症以上！ 

※中等症とは、生命に危険はないが入院を要するものです。 

「ころぶ」事故の発生場所 

「ころぶ」事故の半分

以上が家の中で発生し

ています。 

総数  59,816人 

総数 59,816人 

 

 

事故防止の心得 

 
●立ち上がるときには、近くのものにしっかりとつかま
りましょう。 
 
●着替えるときには、無理して片足立ちせずに腰かけま
しょう。 
 
●乗り物に乗り降りするときには、足元の段差に気を付
けましょう。 
 
●自転車で段差を乗り越えるときには、急がずあわてず
慎重に乗り越えましょう。 
 
●エスカレーターに乗るときは、しっかりと手すりをつ 

かみましょう。 

 ●床で滑って・・・ 

 自宅でトイレに行こうとした際に、床で足を滑らせて転

倒し、動けなくなった。（９０代 中等症） 

こんな事故が起きています！ 

・データは、東京消防庁管内※で救急搬送されたもの。（令和元年中のデータを使用） 

※ 東京都のうち、稲城市、島しょ地区を除く地域 

●段差でつまずいて・・・ 

 公園内を散歩中に、地面の段差につまづき転倒し、大腿

部を受傷した。（７０代 中等症）     


